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◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　

☎
内
線
２
６
６

　
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
駐
車
場
を

月
極
で
利
用
す
る
方
の
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
指
定

の
利
用
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
月
極
で
利
用
さ
れ
て

い
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

《
申
請
書
の
配
布
、

　
　
　
　
　
　
受
付
場
所
・
期
間
》

▼
配
布
　
１
月
10
日（
火
）〜

▼
受
付
　
２
月
１
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
28
日（
火
）

○
駅
前
東
・
西
自
転
車
駐
車
場

　
毎
日
午
前
６
時
〜
午
後
９
時
30
分

○
役
場
１
階
地
域
協
働
課

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
な
お
、
３
月
１
日（
水
）以
降
は
役

場
の
み
で
受
付
し
ま
す
。

《
添
付
書
類
》

　
学
生
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は

学
生
証
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
駐
車
場
所
・
料
金
》

　
西
駐
輪
場
１
階
は
、
月
極
の
自
動

二
輪
及
び
高
齢
者
・
障
害
者
の
利
用

と
な
り
ま
す
。
高
齢
等
の
方
は
、
申

請
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
利
用
希
望
の
場
所
が
あ
る
方
は
、

申
請
書
の
特
記
事
項
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
が
重
複
し
て

い
る
等
の
理
由
で
、
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

東自転車
駐車場

西自転車
駐車場

駐車場名
一般

学生

原動機付自転車

自転車

一般

学生

原動機付自転車

自転車

～１２５cc

１２６cc～
自動
二輪車

区　分
１階・２階

２階

地下

１階・２階

３階

地下・１階

１階

１階

階　層
１,５００円

１,２００円

２,５００円

１,５００円

１,２００円

２,５００円

３,５００円

４,５００円

料金（月）

町
営
自
転
車
等
駐
車
場

　
　
月
極
駐
車
利
用
の

募集募集

　
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は
、
一

定
の
資
金（
証
拠
金
）を
基
に
、
そ
れ

を
担
保
と
し
て
何
十
倍
も
の
金
額
で

為
替
取
引
を
行
う
、
極
め
て
ハ
イ
リ

ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
取
引
で
す
。

　
こ
こ
数
年
、
悪
質
な
業
者
が
参
入

し
、
強
引
な
勧
誘
な
ど
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
急
増
し
、
女
性
や
高
齢
者
の

高
額
な
被
害
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、

金
融
庁
で
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取

引
に
つ
い
て
、
金
融
先
物
取
引
と
し

て
新
た
な
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
、
改
正
金
融
先
物
取
引
法
が
７
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
施
行
に
よ
り
、
事
業
者
の

登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

登
録
要
件
に
満
た
な
い
事
業
者
の
倒

産
や
金
融
庁
に
よ
る
行
政
処
分（
業

務
停
止
命
令
・
業
務
改
善
命
令
な
ど
）

が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
伴
う
相
談
も
最

近
増
え
て
い
ま
す
。

 

▼
相
談
事
例 

○
３
年
前
か
ら
外
国
為
替
証
拠
金
取

引
を
契
約
し
て
い
た
会
社
が
９
月
に

倒
産
し
た
と
、
破
産
管
財
人
か
ら
書

面
が
届
い
た
。
ど
う
し
た
ら
、
返
金

し
て
も
ら
え
る
か
。                                                              

（
６０
代
・
女
性
）

○
６
月
に
電
話
で
し
つ
こ
く
勧
誘
さ

れ
、「
毎
月
金
利
が
入
る
」と
言
わ
れ

契
約
し
た
。
１
回
金
利
が
支
払
わ
れ

た
後
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
心
配
に
な
り
、
店

に
行
く
と
、
破
産
し
た
旨
の
張
り
紙

が
あ
っ
た
。
ど
う
や
っ
た
ら
返
金
し

て
も
ら
え
る
の
か
。

（
７０
代
・
男
性
）

▼
ア
ド
バ
イ
ス 

　
相
談
事
例
は
、
法
規
制
導
入
後
の

登
録
要
件
に
満
た
な
い
業
者
の
倒
産
、

導
入
前
の
駆
け
込
み
契
約
を
狙
っ
た

悪
質
な
業
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
事
業
者
が
倒
産
す
る
と
、
被

害
の
回
復（
資
金
回
収
）は
、
ま
ず
困

難
で
す
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
外
国
為

替
証
拠
金
取
引
な
ど
の
金
融
先
物
取

引
業
を
行
う
場
合
に
は
、
法
令
に
基

づ
く
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

旧
法
で
も「
絶
対
儲
か
る
」な
ど
の
断

定
的
判
断
で
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
勧

誘
の
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対

す
る
訪
問
又
は
電
話
に
よ
る
勧
誘
の

禁
止（
い
わ
ゆ
る
不
招
請
勧
誘
の
禁

止
）や
、
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の

意
思
表
示
を
し
た
顧
客
に
対
す
る
勧

誘
の
禁
止
な
ど
の
規
制
が
新
た
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
要
請
し
て
い
な
い
の
に
、
訪

問
や
電
話
に
よ
り
勧
誘
し
て
く
る
業

者
は
、
キ
ッ
パ
リ
断
る
。
話
だ
け
で

も
、
と
言
わ
れ
て
も
相
手
に
し
な
い
。

（
２
）｢

銀
行
の
外
貨
預
金
と
同
じ｣

と
言
っ
て
、
勧
誘
す
る
業
者
が
あ
り

ま
す
。
外
貨
預
金
の
話
と
言
わ
れ
て

も
油
断
し
な
い
。

（
３
）
法
改
正
後
で
も
、
外
国
為
替

証
拠
金
取
引
は
、
リ
ス
ク
が
非
常
に

高
い
取
引
で
す
。
少
額
で
取
引
で
き

る
反
面
、
業
者
に
預
け
た
金
額
以
上

の
多
額
の
損
失
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
一
般
の
方
に
は
、
お
勧

め
で
き
ま
せ
ん
。

（
４
）
自
ら
進
ん
で
取
引
を
す
る
場

合
、
取
引
相
手
が
法
令
に
基
づ
い
た

登
録
を
受
け
た
業
者
で
あ
る
か
ど
う

か
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fsa.go.jp/m

enkyo/
m
enkyoj/sakim

ono.pdf

）

「
金
融
先
物
取
引
業
者
一
覧
」な
ど
で

確
認
す
る
な
ど
信
頼
で
き
る
業
者
か

ど
う
か
十
分
調
べ
る
こ
と
。
経
過
措

置
に
よ
り
、
登
録
申
請
が
12
月
末
ま

で
認
め
ら
れ
て
い
る
業
者
が
、
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
は
あ
り
ま
す

が
、
「
現
在
、
登
録
手
続
き
申
請
中
」

と
言
う
業
者
と
の
取
引
は
避
け
た
方

が
無
難
で
す
。

〔
引
用
　
か
な
が
わ
消
費
生
活
相
談

レ
ポ
ー
ト
〕

　
契
約
な
ど
で
消
費
生
活
上
の
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
相
談（
17
ペ

ー
ジ
）を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ
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協
働
課
　

☎
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３
７

「
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
」の
契
約
は
慎
重
に
！

〜
業
者
の
破
産
・
行
政
処
分
が
相
次
い
で
い
ま
す
〜

「
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
」の
契
約
は
慎
重
に
！

〜
業
者
の
破
産
・
行
政
処
分
が
相
次
い
で
い
ま
す
〜


